
　平成22年11月５日、農林水産技
術会議筑波事務所で、動衛研の企画
による「農研機構セミナー　研究と
メディアのより良い関係を考える」
を開催しました。本セミナーでは、

研究広報に関して先進的な取り組み
をしている大学、研究機関の広報担
当者と、それを取材する立場の記者
を話題提供者に迎え、さまざまな視
点から、研究成果普及のあり方や、

そのために必要な研究組
織とメディアとの相互理
解の必要性などが提案さ
れ、参加者からも活発な
意見交換が行われました。
　本セミナーの話題提供
者と演題は、以下の通り
です（敬称略）。
「研究現場とメディアの間
で～厳密性と正確性と迅
速性～」　

東北大学 脳科学グローバルCOE 
特任准教授　長神風二 

「メディアの事情と求めている情報」
朝日新聞社 つくば支局長　

中村浩彦 
「国立天文台における広報：歴史と
現状」　
自然科学研究機構 国立天文台 
天文情報センター 広報室長　

渡部潤一
「危機管理情報を含む研究成果の取
り扱いについて」　
社団法人 畜産技術協会 参与　

山口成夫
（疫学研究チーム　主任研究員　

小泉伸夫）

農研機構セミナー「研究とメディアのより良い関係を考える」を開催

【病理部門】
場所：独立行政法人　農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所　期間：平成22年11月16日～19日
月日 曜日 午　　　　　前　（9時～12時） 午　　　　　後　（13時～17時）

11/16 火 開会式 事例報告

講義Ⅰ
「豚のブラキスピラ感染症と腸腺腫症（野外
 症例）」
   　　宮崎大学農学部   准教授　末吉益雄

事例報告

17 水 事例報告

講義Ⅱ
「感染実験からみた豚増殖性腸炎と
 Lawsonia intracellularisの感染動態」
  環境・常在疾病研究チーム（東北支所）

     主任研究員　三上　修

事例報告

18 木 事例報告 事例報告 トピックス事例検討会

19 金 事例報告 総合討論
閉会式 個別研修 
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